
◆◆◆　マヤ数字　Maya　◆◆◆

マヤ数字 は、中米地域（中央アメリカ＝ メソアメリカ ）の ユカタン半島付近、現在のグアテマラや

ベリーズ、メキシコ南東部などの地域に栄えた マヤ文明 で使われた数字です。現在は使われません。

マヤ文明は紀元前から続いていましたが、１６世紀頃に滅亡しており「失われた文明」ともいわれます。

丸みを帯びた形状で「絵文字」とも呼べる「象形文字」（ヒエログリフ）が主体の マヤ文字 は

上下左右に組み合わせて書かれる複雑な構造を持ちます。マヤ文明が滅亡させられて以降は 長期に渡り

読める人が１人もいないという状況にありましたが、２０世紀の後半から、解読が進んでいるそうです。

マヤの記数法には ゼロの概念 があり、二十進法 を使って記録されていたことがわかっています。

ここでは、マヤの記数法である二十進法を、マヤの数字を使って再現します。

　マヤの数字には、よく知られた「記号式の数字」のほか、象形文字を使った記数法もあったようです。

　どちらも 二十進法 ですので、数値表現のための 20個の文字（数字）を使うことが基本です。

記号式の数字については、現在でも二十進法を説明する場合のモデルに多く見られる

「横式記号で縦に並べる(縦書きの)数字」が最もよく知られています。（［横式-縦書き］HV (Horizontal-Vertical)）

Unicode 11.0 で初めて登録された「マヤ数字」もこのパターンですが、これを横に倒したパターンとして

「横書きする場合のための縦式記号の数字」もあったようです。　　　（［縦式-横書き］VH (Vertical-Horizontal)）

象形文字による数値表現は、文字の形状から横書きのみと考えられますが、使える文字の種類にバリエーションがあり

その組み合わせ方は多様に考えられるため（あるいは[正しい組み合わせ方]があった可能性も捨て切れませんが）

また現状ではUnicode非対応でもあることから、当アプリではシンプルに2種類に絞って選択できるようにしています。

仕組みとして表現可能な数値の上限はありません。ここでは小数部は無視されます。

負の数ではここでは単純にマイナス符号を付けます。（符号は「追加」ページで選択可）

マヤ数字は「記数法２」ページで設定します。

次の例は、電卓で [1,987]の値を入力して文字種ごとに表示したものです。

Ｕ　　 Ａ 　　Ｂ・Ｃ・Ｄ 　Ｅ 　　Ｆ
　 　 　 　

（Ｕ は Unicode標準、Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ は [Maya]フォントによる「ベンダー外字」、Ｅ,Ｆ は「特定外字」(ユーザー外字)です。）

（記号数字の Ｕ,Ａ,Ｅ は[横式-縦書き]、Ｂ,Ｆ は[縦式-横書き]、Ｃ,Ｄ はマヤの[象形文字]による表現例を示しています。）
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●　概要

マヤの記数法（マヤ数字）にはゼロの概念があり、二十進法 を使って記録されていました。

極めて正確な暦を持っていたとされるのは、数学が発展していたからに他なりません。

　当時の西洋にはゼロの概念は無く、その点では マヤの記数法は世界的に見ても進んだ方式でしたが

　マヤ文明は、新大陸を発見したスペイン（コロンブスを含むコンキスタドールたち征服者）によって

　暴虐の限りを尽くされ、１６世紀までに滅ぼされてしまいました。

基本的に｢象形文字」(ヒエログリフ)からなる マヤ文字 は、上下左右に組み合わせて書かれますが

新大陸へ侵攻してきたスペイン人のキリスト教宣教師により異教として樹皮紙が焼かれたため

わずかな資料 以外は石碑などしか残っておらず、研究者の先入観などもあり、解読が進みませんでした。

　マヤ文字は複雑な図形や特徴的な丸みのある形をした顔文字などを多用する一種の象形文字で

　漢字でいう偏（へん）と旁（つくり）のようなパーツを基本の文字の上下左右に組み合わせて

　表意文字にも音節文字にもなり得る「表語文字」だったようです。

　近年でもキリスト教的な終末思想の根拠にマヤ暦が取り沙汰されるような事案もありましたが

　ようやく２０世紀後半から解読が進み、今日では大幅に解読されているそうです。

マヤ数字で使う数字の文字には、点と線からなる記号式の数字を使う方式と

神または人の横顔などが描かれた絵文字（象形文字）を使う方式とがありました。

　このうち、記号式の数字には [横式]と [縦式]とがあり

　また絵文字（マヤ・ヒエログリフ）には、数値用に使われるものと、ほかにも

　暦（カレンダー）専用に、日付や月に使われるものなど、数種類がありました。

Unicode へは「マヤ数字」が、2018年の Unicode 11.0 にて登録されました。（ U+1D2E0  ～  U+1D2FF ）

　登録が遅かったこともあり、正式区画へ対応するフォントは

　[ Maya ] [ Nishiki-teki ] [ Symbola ] [ BabelStone Mayan Numerals ] など、まだ少数です。

正式区画以外については、一部のフォントベンダーにより 数種類のマヤ文字フォントが提供されています。

この中には、一般的なアラビア数字やラテン文字アルファベットとして使われる文字の区画に

直接マヤ文字を割り当てているものもあります。しかしそれでは、マヤ文字として使える文字数は

おのずと限られることになり、ラテン文字アルファベットなどは同時には利用できなくなります。

　（ちなみにマヤ文字の総数は４万字前後とされるようです。なお漢字は７万字以上とされます。）

やっと登録された「マヤ数字」ですが、Unicodeに登録されたのは「二十進法」のモデルなどに見られる

記号様の20個の[横式]数字が1種類だけで、他の表現方法については対応できないものとなっています。

　これらの表現様式に対応するため、当アプリでは専用の【特定外字】を用意しており、さらに

　Unicodeの広大な「私用面Ａ」（いわゆる「外字」ですが、フォント独自の定義）も使って

　マヤ文字の「組み合わせ表現」をも実現できる、高品位な [Maya]フォント も採用することとしました。

　これにより、数字の文字表現にも選択肢によるバリエーションを持たせることが可能となっています。

（パソコンユーザーが個人などで自由に字形を登録できる外字は「ユーザー外字」と呼ばれることもあります。　

一方、フォント製作者の独自定義による外字は「ベンダー外字」と呼ばれることがあります。）

　（数字以外の絵文字などの詳細は、[Maya]フォント付属の pdfドキュメントをご参照ください。

　　なお、暦(カレンダー)用の絵文字数字（後述）は、電卓用途には馴染まないため 扱っていません。）
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●　数字の文字

当アプリのマヤ数字では、選択肢により次の７種類の文字（Ｕ＆Ａ～Ｆ）から選べるようにしています。

Ｕ. 記号数字 ①［横式-縦書き］・Unicode標準　（[Nishiki-teki] [Symbola] など対応フォントを利用）

Ａ. 記号数字 ①［横式-縦書き］・ベンダー外字　（[Maya]フォントのみ対応）

Ｂ. 記号数字 ②［縦式-横書き］・ベンダー外字　（[Maya]フォントのみ対応）

Ｃ. 象形文字 ①［横書き］・ベンダー外字　（[Maya]フォントのみ対応）

Ｄ. 象形文字 ②［横書き］・ベンダー外字　（[Maya]フォントのみ対応）

Ｅ. 記号数字 ①［横式-縦書き］・【特定外字】（個人などで登録可能な「ユーザー外字」）

Ｆ. 記号数字 ②［縦式-横書き］・【特定外字】（個人などで登録可能な「ユーザー外字」）
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文字種ごとの数値表現に用いる個々の文字を明示すると、次のようになります。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

                   
                    
                   
                    

（上から順に）
Ｕ. 記号数字 ①［横式-縦書き］・Unicode標準　HV (Horizontal-Vertical) － [Nishiki-teki] など

Ａ. 記号数字 ①［横式-縦書き］・ベンダー外字　HV (Horizontal-Vertical) － [Maya] のみ

Ｂ. 記号数字 ②［縦式-横書き］・ベンダー外字　VH (Vertical-Horizontal) － [Maya] のみ

Ｃ. 象形文字 ①［横書き］・ベンダー外字　Hieroglyph 1 － [Maya] のみ

Ｄ. 象形文字 ②［横書き］・ベンダー外字　Hieroglyph 2 － [Maya] のみ

Ｅ. 記号数字 ①［横式-縦書き］・【特定外字】　HV (Horizontal-Vertical)

Ｆ. 記号数字 ②［縦式-横書き］・【特定外字】　VH (Vertical-Horizontal)
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これらは FAMSI  （メソアメリカ研究振興財団） にて公開されている研究成果に基づくものです。

（中ほどの PDFにまとめられた資料(Section I  Calendrics)– 等をご覧ください。）

また メソウェブ にも詳しい資料があります。

（最新版(2010年版で165ページ20.4MB)よりも

　古い資料(2004      年版で117ページ8.8MB)のほうが軽量で、数字についての学習には適しています。）

表内で右端の、緑色で示した [20]の数字 については、後述します。

なお、(Ｃ)と(Ｄ)とで共通している文字は [1][2][3][4][6][7][12][14][16]の９つです。

これら「マヤの数字」と呼べる文字は、基本的には

別のマヤ文字（主字）と「くっつく」ことで、数値を表現したようです。

　くっつくだけなら、相手の文字さえわかれば「結合文字」の手法を使えばいいので可能ですが

　それにはマヤ文字全体、ひいてはマヤの言語そのものに対する、深い知識が必要です。

　残念ながら「電卓」としては、具体的な文字を含んだ「文語的な表現」にまでは十分対応できません。

　この点では、実際におこなわれていた表現と比べると、差異が生じている可能性があります。

　当アプリでは「数値としての模式的な表現の実現」に絞って対応していますので、ご了承ください。

記号文字（数字記号）については

文字の形状から「横式」と「縦式」とに分かれますが

　「横式」の数字記号は「縦書き」にする

　「縦式」の数字記号は「横書き」にする

という、基本ルールがあります。

また、象形文字（絵文字）については

書字方向には多様性があるとのことですが、少なくともMayaフォントを使う上においては

横書きにしたほうが自然であり、縦書きにしたとは考えにくいように思われます。

したがって、当アプリでは

「横式文字は縦書き」「縦式文字および絵文字は横書き」として表現します。
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●　一般的な十進法とマヤ数字の二十進法

我々が通常利用している数値の概念は「十進法」（１０進数）です。

１０進数の基礎的なルールは（わかりきっていることなので普段は意識しませんが）

あらためて書けば、次のようになっています。

　　【１０進数】（十進法）では

　　「０～９」(0123456789)の１０個の数字を用いて１桁分の数値をあらわし

　　「９」の値を超えると繰り上がるので「１０」となり１桁増えます。

参考のために、一般的な１６進数がどうだったかも確認しておきましょう。

　　【１６進数】（十六進法）では

　　「０～Ｆ」(0123456789ABCDEF)の１６個の数字を用いて１桁分の数値をあらわし

　　「Ｆ」(15)の値を超えると繰り上がるので「１０」（イチ・ゼロ）(16)となり１桁増えます。

マヤ数字は「二十進法」ですので、０～１９までの数値を１文字ずつの２０個の文字であらわし

基本的には、数値が２０になると１桁繰り上がるので２文字であらわす、というようになります。

マヤ数字には独自の文字がありますが、その前に、現代的な方法も確認しておきましょう。

ラテン文字アルファベット（いわゆる英字）を使う、一般的な２０進数の場合は、次のようです。

　　【２０進数】（二十進法）では

　　「０～Ｊ」(0123456789ABCDEFGHIJ)の２０個の数字を用いて１桁分の数値をあらわし

　　「Ｊ」(19)の値を超えると繰り上がるので「１０」（イチ・ゼロ）(20)となり１桁増えます。

この「０～Ｊ」は、十進法に直せば［ 0～19］のことです。

マヤの数字と対照させて書き直すと、次の図のようになります。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

A B C D E F G H I J

図では、十進法の世界に住む私たちにもわかりやすいよう、横に並べて２段に分けていますが

マヤの二十進法の世界では、これらを常に「ひとまとめ」に捉えて扱うことになります。

最下段の 文字色が緑の箇所(アルファベット) は、現代的な二十進法で使われる、１桁での数値表現です。

[19]までの数値は、十進法では２桁で表現されていますが、二十進法では１桁で表現します。

マヤ数字も同様に[19]までを１文字で表現できており、マヤ数字は「真の二十進法である」といえます。

（メソポタミアの楔形数字では六十進法が使われました。これは時計の分や秒の刻み方として現代にも受け継がれていますが　　

こちらの場合は[10]分や[59]秒などのように２桁の十進法を内包するもので「真の六十進法」とはいえないものです。　

ちなみに「楔形数字」については当アプリ「記数法２」内の別項にて対応しています。）

ここまでの、扱う数値が小さい場合であれば、意外と簡単そうですが

扱う数値が大きくなると、ちょっと頭をひねる必要が出てきます。
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ここで例に挙げている、[横式]の記号数字を用いる場合は

２桁以上の具体的な数値では、縦に並べる「縦書き」をおこないます。

次に、やや大雑把ではありますが、[横式]の記号数字による、具体的な数値表現を抜粋しておきます。

十進法との大きな違いとしては

　まず最下位の数字は前述のとおり［ 0～19］を示しており

下から２桁目の数字は

下から３桁目の数字は

下から４桁目の数字は

下から５桁目の数字は

下から６桁目の数字は

下から７桁目の数字は

下から８桁目の数字は

下から９桁目の数字は

下から10桁目の数字は

…………………… 20  

…………………　400  

………………　8,000  

……………　160,000  

…………　3,200,000  

………   64,000,000  

……  1,280,000,000  

…… 25,600,000,000  

…  512,000,000,000  

＝ 20

＝ 20×20

＝ 20×20×20

＝ 20×20×20×20

＝ 20×20×20×20×20

＝ 20×20×20×20×20×20

＝ 20×20×20×20×20×20×20

＝ 20×20×20×20×20×20×20×20

＝ 20×20×20×20×20×20×20×20×20

の倍数 を、それぞれ示していることになります。

（もちろん、これらを超える桁数でも同様に続きます。）

このことは

　下から[ｎ]桁目の数字は 「２０の（ｎ－１）乗 」

の倍数 を示す、と書き換えることもできます。
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参考のために、２桁までのマヤ数字で書くことのできる [399]までの数値表現を、以下に示しておきます。
（前出の例と同様に、各行最下段の 文字色が緑の箇所 は、現代的な二十進法で使われる数値表現です。）
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次に「横式文字（縦書き）」の場合と「縦式文字および絵文字（横書き）」の場合とに分けて

同じ数値の [11,818] を、電卓画面で表現した具体例を示します。

横式文字

縦書き

[11,818]

桁位置による

位取りの値

文字種

Ｕ
(横式の記号)

文字種

Ａ
(横式の記号)

文字種

Ｅ
(横式の記号)

各桁の数字を

アラビア数字に

直すと

桁ごとの数値

４

桁

目

20³ ＝ 8,000    　 [1]

8,000 × [1]

＝ 8,000

３

桁

目

20² ＝ 400    　 [9]

400 × [9]

＝ 3,600

２

桁

目

20¹ ＝ 20    　 [10]

20 × [10]

＝ 200

１

桁

目

20⁰ ＝ 1    　 [18]

1 × [18]

＝ 18

計 11,818

　　 　　

　文字種・Ｕ 　　文字種・Ａ 文字種・Ｅ

　横式の数字記号は、通常は「縦書き」つまり「縦に並べて書く」ことになっています。

　当アプリでは、簡易的に「１文字分ずつの改行」をおこなうことで、縦書きを実現しています。

　縦書き表示のご利用時には、電卓画面の表示域の縦幅を十分に拡げてお使いください。

（この電卓の画像では、文字の表示がアラビア数字と同じ「斜体」になっていますが　　

設定を変更することにより、斜体ではなく標準(体)での表示も可能です。）
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縦式文字・絵文字

横書き

[11,818]

桁位置による

位取りの値

４桁目 ３桁目 ２桁目 １桁目

計

20³ ＝ 8,000 20² ＝ 400 20¹ ＝ 20 20⁰ ＝ 1

    文字種

Ｂ

(縦式の記号)
   

 文字種

Ｃ

(絵文字１)
   

 文字種

Ｄ

(絵文字２)
   

文字種

Ｆ

(縦式の記号)
    

各桁の数字を

アラビア数字に直すと
[1] [9] [10] [18]

桁ごとの数値
8,000 × [1]

＝ 8,000

400 × [9]

＝ 3,600

20 × [10]

＝ 200

1 × [18]

＝ 18 11,818

　文字種・Ｂ

　文字種・Ｃ

　　　　　　　　 　文字種・Ｄ　　　　　　　　

　　　 　文字種・Ｆ　　　

（表示文字の大きさは簡単に変更できます。Mayaフォントの文字は他より小さめに表示されます。後述）
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次の表は、桁上がりなどの数値の前後における、変化の具体例を示したものです。（標準的表現）

数値 [19] [20] [21] [22] [399] [400] [401] [402] [419] [420] [421] [422]

文字種

Ｕ

Ａ

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

Ｂ                              
Ｃ            
Ｄ            
数値 [7,999] [8,000] [8,001] [8,002] [8,019] [8,020] [8,021] [8,022]

文字種

Ｕ

Ａ

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

Ｂ                               
Ｃ        
Ｄ        

（特定外字の文字種 Ｅ,Ｆ は 文字種 Ｕ(Ａ),Ｂ とほぼ同様になるため、紙面の都合により割愛しています。）
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数値 [8,399] [8,400] [8,401] [8,402] [8,419] [8,420] [8,421] [8,422]

文字種

Ｕ

Ａ

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

Ｂ                                
Ｃ        
Ｄ        
数値 [159,999] [160,000] [160,001] [160,002] [160,019] [160,020] [160,021] [160,022]

文字種

Ｕ

Ａ

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

Ｂ                                       
Ｃ        
Ｄ        

（特定外字の文字種 Ｅ,Ｆ は 文字種 Ｕ(Ａ),Ｂ とほぼ同様になるため、紙面の都合により割愛しています。）
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●　例外的表現

「二十進法」では前述の通り、０～１９までの数値を１文字ずつの２０個の文字であらわし

２０になると１桁繰り上がるので２文字であらわす、というようになりますが

前述した 数字の一覧表での Ｂ,Ｃ,Ｄ（横書きの数字）には

[20]をあらわす「１文字の数字」も載っていました。（緑色部分）

これはマヤ数字における「２０ちょうど」になった場合にのみ可能な「例外的表現」と考えられます。

　　概念的には、一般的な１０進数の表現では２桁で表現される [10] の値を

　　マヤ数字では１文字（数字記号なら２本の棒のみ）であらわす、というのと同じ、あるいは

　　[10] の値を、一般的な１６進数では２桁ではなく１文字の [A]と書く、というのと

　　似たようなことを示しているものと思われます。（マヤ数字での時代的な背景等は不明ですが、ローマ数字などでも

　　このようなバリエーションがあとからできているので「発展的表現」のように呼んでもいいのかも知れません）

電卓では [20]のための設定を設けており、「２文字」のチェックボックスにチェックが入っていれば

文字種 Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｆ（横書きする数字）での「２０ちょうど」の部分を含む場合に、前頁までと同じ

「標準的２文字表現」になるようにしています。（文字種Ａの縦書きを横にしたのと同じです）

「例外的１文字表現」にしたい場合は、「２文字」のチェックを外した状態でお使いください。

以下に、前出の表の一部を使って、違いをまとめます。（下線部および赤色部分が互いの該当箇所です）

数値 [19] [20] [21] [22] [399] [400] [401] [402] [419] [420] [421] [422]

文字種

Ｕ

標準的

２文字

表現

Ｂ                              
Ｃ            
Ｄ            
Ｆ

例外的

１文字

表現

Ｂ                        
Ｃ            
Ｄ            
Ｆ
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数値 [7,999] [8,000] [8,001] [8,002] [8,019] [8,020] [8,021] [8,022]

文字種

Ｕ

標準的

２文字

表現

Ｂ                               
Ｃ        
Ｄ        
Ｆ
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例外的

１文字

表現

Ｂ                       
Ｃ        
Ｄ        
Ｆ

以下は、[20]の表現が３つ並ぶ数値 [3,208,020] での表現の違いを

横書きの文字種（Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｆ）のすべてについて、示したものです。（左側：２文字、右側：１文字）

Ｂ. 記号数字 ②［縦式-横書き］・ベンダー外字　VH (Vertical-Horizontal) － [Maya] のみ

   

 

Ｃ. 象形文字 ①［横書き］・ベンダー外字　Hieroglyph 1 － [Maya] のみ

   

 

Ｄ. 象形文字 ②［横書き］・ベンダー外字　Hieroglyph 2 － [Maya] のみ

   

 

Ｆ. 記号数字 ②［縦式-横書き］・【特定外字】　VH (Vertical-Horizontal)
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●　マヤ文字の仕組み

マヤ文字は、[漢字]でいう部首、偏（へん）と旁（つくり）のようなパーツである「接字」を

基本の文字である「主字」の上下左右に組み合わせることで構成されます。

　[漢字]は表意文字であるため、基本的には、意味の無い漢字というものが作られることはありません。

　意味が通ることが前提となるため、部首の組み合わせ方は、ある程度限定的となります。

　　　 　•   ⺮ + 干  = 竿 ⿱ •　   ⽲ + 必  = 秘 ⿰ •　目  +   ⼉ = 見 ⿱

　　　•　   ⻌ + 斤  = 近 ⿺ •　⼞  + 大  = 因 ⿴ •　去  +   ⼙ = 却 ⿰

　原理的には上記のようですが、Unicode等での[漢字]は、１文字ずつが個別に割り当てられています。

　結合文字のような組み合わせによる表現ではないので、部首を組み合わせても、文字にはなりません。

　７万字以上にもなる個々の[漢字]は、利用者によって適切に選択される必要があります。

Maya フォントでは、２０世紀に入ってからの 研究成果 に基づき、結合文字の方式が採用されています。

 +  +  　 +   +  → 
接字･左 【主字】 接字･上

(ゼロ幅)

接字･下

(ゼロ幅)

接字･右 完成形

　パソコンの文字は横書き主体に設計されているので、文字の横幅は重要な意味を持ちます。

　これはフォントにもよりますが、たとえば一般的なプロポーショナルフォントの

　[ I ]や[ N ]や[ W ]では、それぞれの幅が異なるように設計されています。( [ III ]＜[ WWW ] )

　Maya フォントを使った上の表示例では、左右の接字は [ I ] のような細い幅となっています。

　四角い主字は [ N ] のような中程度の幅を持っているので

　結合した文字の全体の横幅だけを見れば [ INI ] のような構成になっています。

　（他に [ W ] のような幅広の主字もありますし、[ N ] のような中程度の幅の接字もあります。）

　上または下にくる接字は「ゼロ幅」となっており、直前の文字（主字）と重なるように表示されます。

　ゼロ幅の接字は、上と下の順序については前後しても構いませんが、主字のあとに書くことが必要で

　前の文字の幅を使って表示されることが前提なので、単独で扱う場合は取扱いに注意が必要です。

　Maya フォントでは、主字の見えている部分の縦方向の大きさがやや小さめになっていることにより

　ゼロ幅の接字が重なったときの違和感が少ないように設計されています。

　次の例では試みとして、本来は接字として使われる数字記号（ 縦式   [17] および 横式   [18] ）と

　日付用数字の   [19]Cauac(KAWAK) を組み合わせています。（本来の言語としてはありえない表現です）

 +  +   +   +  → 
接字･左 【主字】 接字･下

(ゼロ幅)

接字･上

(ゼロ幅)

接字･右 完成形

　この例では上下の接字の記載順序が前後しても完成形では正しく表示される点にも注目してください。

　これは上下の接字は「ゼロ幅」となっているので、前の主字と重なるように表示されているためです。
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●　利用フォントに伴う数字記号での留意事項

Mayaフォントは、主字の上下や左右に、接字を結合することを前提に設計されています。

特に上下は「３段重ね」となります。これはMayaフォントでなくとも「マヤ文字」には必須の要件です。

このため、一般的な言語のフォントと比べて、文字が全体的に小さく細かくなっており

判読しやすくするには、文字を十分に拡大して表示する必要があります。

また同じ理由から「横式の数字記号」は、あたかも「上にあがったように」表示されます。

  縦式の数字記号について•

　Mayaフォントでの縦式の数字記号は、おおむね細い幅で、次の文字に密着して表示されます。

　これは主字との結合を前提として作られているためです。

　（この場合は一般的な「プロポーショナルフォント」とも似た側面があります）

　次の例では試験的に、縦式の数字記号で [3,419]（[8][10][19]）の３文字、および

　[379]（[18][19]）の２文字を、単純に並べています。（左右で見比べてみてください。）

　[3,419]（[8][10][19]） [379]（[18][19]）

スペースなし  
　　　空白が無ければ密着するので、上の例のように [8]と[10]が続くと、[18]との区別が困難です。

　　　これを [18][19] の２文字と読んでしまった場合の数値は [379] となり、大きな差が生じます。

　このような現象は、縦棒だけの [5][10][15]や、点だけの[1]～[4]が混在する場合に顕著となります。

　無用な混乱を避けるため、電卓では [半角スペース](U+0020)をあいだに挟んで表示します。

半角スペース     

　

　一方、同じ縦式の数字記号でも、Mayaフォントではなく「特定外字」を使う[文字種Ｆ]では

　外字の文字幅は縦横同じの正方形であり、あらかじめ余白を含んだ等幅フォントのようになります。

　縦棒だけの文字や点だけの文字が続く場合でも、外字は個々の違いが明確になるようデザインしており

　スペースの追加は不要なため、[文字種Ｆ]では単純に、１文字ずつ詰めて表示します。

　

　（左右で見比べると違いが明白です。これなら読み間違えることは無いものと思われます。）
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  横式の数字記号について•

　Mayaフォントでは、横式の数字記号は「ゼロ幅」（文字幅ゼロ）となっています。

　ゼロ幅というのは、ややわかりにくい概念ですが、前の文字に重なる幅と考えると良いでしょう。

　自分の文字にも表示幅はありますが、これは前の文字を覆う形で重なって表示されることになります。

　もし前の文字を持たずに左詰めで表示された場合は、表示幅が無いため、ほぼ見えなくなります。

　横式の数字記号では「縦書き」が基本のため、電卓では必ず改行が入りますが、改行しない場合は

　文字が密着してしまい、混乱が生ずるおそれがあるので、ある程度のサポートも必要と考えられます。

　次の図では例として、横式の数字記号で [1,772]（[4][8][12]）の文字を次の６つの条件で横書きし

　終点位置の明確化のために、最後に [#]をつけ、文字幅のあるものには下線を引いて表示しています。

（わかりやすくするため、下の模式図では文字幅を適宜調整しています）

　　スペースなし 　# [　]+[　]+[　]+[#]

　　半角スペース      # [ ]+[　]+[ ]+[　]+[ ]+[　]+[#]

　　En Space      #    [ ]+[　]+[ ]+[　]+[ ]+[　]+[#]

　　主字（枠のみ）         # []+[　]+[]+[　]+[]+[　]+[#]

　　全角スペース      　　　  # [　]+[　]+[　]+[　]+[　]+[　]+[#]

　　Em Space          　  # [ ]+[　]+[ ]+[　]+[ ]+[　]+[#]

　あいだにスペースが入っていない場合は、３つの数字記号が完全に重なっているのがわかりますが

　[#]が表示領域の左端にきている場合は、数字記号は３つともほとんど表示されないことになります。

　[半角スペース](U+0020) や [En Space](U+2002) でも、部分的に重なってしまうことがわかります。

　本来的な言語としての設定では「主字の幅」ということになりますが、本来は左右の接字もある筈で、

　また電卓においては、言語上の接字としての利用ではないので、主字は使いません。

　[Em Space](U+2003)では（Mayaフォントの場合は）[全角スペース]よりも広い幅がとられるようです。
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　このため電卓の [文字種 Ａ] では、十分な幅を持ち汎用性も高い

　「全角スペース」(U+3000)を付けることにより

　電卓からコピーして文字として扱う際などの非改行時においても

　数字記号がそのままでは重なることのないよう、調整した上で表示するようにしています。

文字種 Ａ

　一方、同じ横式の数字記号でも、Mayaフォントではなく「特定外字」を使う[文字種Ｅ]では

　外字の文字幅は縦横同じの正方形であり、非改行時もゼロ幅のように表示が重なることがありません。

　外字はあらかじめ余白を含んだ等幅フォントのように振る舞うので

　スペースの追加は不要なため、[文字種 Ｕ, Ｅ]では単純に、１文字ずつ改行して表示します。

文字種 Ｕ 文字種 Ｅ
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  フォントのバージョンによる違いについて•

　Mayaフォントのバージョンによっては、文字が定義されているコードポイントが異なり

　さらに、上下の接字（横式の数字記号を含む）の使い方も異なる場合があります。

　※電卓では 最新の現行版 をお使いください。

（現行版）　U+F6200～F6847　…　Unicode第 15面（私用面Ａ）の一部を使用

 +  +  　 +   +  → 
接字･左 【主字】 接字･上

(ゼロ幅)

接字･下

(ゼロ幅)

接字･右 完成形

※現行版では上下の接字の基準点が右端にあるため、上下の接字は「主字の後」に置く必要があります。

（上下の接字には右端に見えない縦線があると考え、その縦線と接字とで主字を囲むようにします。）

（Unicodeの結合用ダイアクリティカルマークなどの仕様と同じ。[ a ]+[   ̄  ]→[ ā ]）

　以下は初期版についての仕様です。（多くの場合は読み飛ばして構わないものと思われます。）

（初期版）　U+F200～F847　…　Unicode第 0面（BMP:基本多言語面）のうち「私用領域」の一部を使用

 +  　 +   +  +  → 
接字･左 接字･上

(ゼロ幅)

接字･下

(ゼロ幅)

【主字】 接字･右 完成形

※初期版では上下の接字の基準点が左端にあるため、上下の接字は「主字の前」に置く必要があります。

（上下の接字には左端に見えない縦線があると考え、その縦線と接字とで主字を囲むようにします。）

（Unicodeの結合用ダイアクリティカルマークなどの仕様の逆向き。[   ̄  ]+[ a ]→[ ā ]）

　この変化は、Unicodeの結合文字の持つ方向性の仕様が広く受け入れられ一般化してきたことに伴い

　利用者側が戸惑うことの無いよう、Mayaフォントの製作者が、仕様を改めたものと考えられます。

　なお、電卓で使用するMayaフォントには、現行版(v.4以降)を使うこととしていますが

　当 pdf資料で使用しているMayaフォントは、pdfとの親和性から、初期版(v.1.06)を使っています。

　（当資料での文字の並び順などは現行版の状況をできるだけ模すよう工夫して説明しています）

　このため、当 pdf資料に記載しているマヤ文字は、当資料から文字単位でコピーしても

　Mayaフォントの初期版がインストールされた環境でなければ

　表示等が正しくおこなわれません。悪しからずご了承ください。
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●　特定外字（文字種Ｅ,Ｆ）について

　前項までで見てきたように、Mayaフォントでの数字記号は

　マヤ文字の主字との結合による表現を前提に設計されているため

　本来的な言語としてのマヤ文字の再現には非常に有効な仕様ではありますが

　数字記号だけを使った模式的な表現には、やや不向きな設定となっています。

　電卓では数値表現が主体となりますので、当アプリの数字記号だけの表現においては

　別途に特定外字として登録した文字（数字記号）を使えるようにしています。

（個人などで登録した外字は pdfに直接反映されないため、ここでは pdfの説明用に画像にしています）

　外字は Unicodeの私用領域を使い、文字の縦横の幅が等しい等幅の正方形となり、ドット描画のため

　ディテールがやや荒くなるなどの制約はありますが、デザインなどは自由に登録できます。

　当方作成の特定外字は、外字ファイルとしてダウンロード・ご利用いただけるよう公開しておりますが

　ご自身で作った外字を当アプリで使いたい場合は、個別の文字を下記のコードポイントで登録した上で

　任意のフォントに関連付ければご利用いただけます。（外字に関する詳しい説明は別稿に譲ります）

U+E240 マヤ数字（横式） 0 U+E260 マヤ数字（縦式） 0

U+E241 マヤ数字（横式） 1 U+E261 マヤ数字（縦式） 1

U+E242 マヤ数字（横式） 2 U+E262 マヤ数字（縦式） 2

U+E243 マヤ数字（横式） 3 U+E263 マヤ数字（縦式） 3

U+E244 マヤ数字（横式） 4 U+E264 マヤ数字（縦式） 4

U+E245 マヤ数字（横式） 5 U+E265 マヤ数字（縦式） 5

U+E246 マヤ数字（横式） 6 U+E266 マヤ数字（縦式） 6

U+E247 マヤ数字（横式） 7 U+E267 マヤ数字（縦式） 7

U+E248 マヤ数字（横式） 8 U+E268 マヤ数字（縦式） 8

U+E249 マヤ数字（横式） 9 U+E269 マヤ数字（縦式） 9

U+E250 マヤ数字（横式） 10 U+E270 マヤ数字（縦式） 10

U+E251 マヤ数字（横式） 11 U+E271 マヤ数字（縦式） 11

U+E252 マヤ数字（横式） 12 U+E272 マヤ数字（縦式） 12

U+E253 マヤ数字（横式） 13 U+E273 マヤ数字（縦式） 13

U+E254 マヤ数字（横式） 14 U+E274 マヤ数字（縦式） 14

U+E255 マヤ数字（横式） 15 U+E275 マヤ数字（縦式） 15

U+E256 マヤ数字（横式） 16 U+E276 マヤ数字（縦式） 16

U+E257 マヤ数字（横式） 17 U+E277 マヤ数字（縦式） 17

U+E258 マヤ数字（横式） 18 U+E278 マヤ数字（縦式） 18

U+E259 マヤ数字（横式） 19 U+E279 マヤ数字（縦式） 19

U+E25A マヤ文字・空白 U+E27A マヤ数字（縦式） 20
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●　備考１・マヤ暦の数字

マヤ暦（カレンダー）の仕組みは、現在一般に使われるグレゴリオ暦とは大きく異なります。

日付や月の数字については、単に日付だけ・月だけで扱っても、カレンダーとしての意味を成さず

またゼロが無いことから一般的な計算には利用できないので、電卓では扱っておりません。

以下にマヤ暦で使われる数字の一部と、そのバリエーションを示します。

（上から２段目と最下段が Maya フォントのドキュメントで示された日付と月の数字です。）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

                   
               


                   
               


                
これらは、縦式の数字記号などと組み合わせても使われたようです。

また上記の他にも、長期暦のための文字などもあるようです。

表現が多岐に及ぶことから、マヤ暦で使われる日付や月の数字については

当アプリのような電卓よりも、マヤ暦専用のソフト等で扱われるべきだと言えるでしょう。

なお、メソアメリカ研究振興財団には、一般的なグレゴリオ暦をマヤ暦に変換して

マヤ暦の文字も（画像ではありますが）その都度変化して正しく表示されるページがあります。
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http://research.famsi.org/date_mayaLC.php
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E6%9C%9F%E6%9A%A6
http://users.teilar.gr/~g1951d/
http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_calendar
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%A4%E6%96%87%E6%98%8E#.E3.83.9E.E3.83.A4.E3.81.AE.E3.82.AB.E3.83.AC.E3.83.B3.E3.83.80.E3.83.BC


●　備考２・電卓を使っての「二十進法」の確認

当アプリでは「マヤ数字」のほかにも、様々な数値表現に対応しています。

　中でも「進法」ページで一度に５種類まで設定できる「基数法（ｎ進数）」では

　初期値において５番目として設定済みとなっている「２０進数」を使えば

　「マヤ数字の二十進法」を「一般的な２０進数」に書き直した表現が

　簡単に得られるようになっていますので、ご利用ください。

（設定画面を開いて５番目の基数 [20] を確認します。ｎ進法の基数ｎは２～６４の範囲で自由に変更できます）

（「基本」ページでスクロールして、基数法の５番目にある「２０進数」を選択）

（設定画面の下側にあるＯＫボタンで設定内容を確定して、電卓で確認）

　10～11ページの例で見た [11,818] の数値を電卓で処理すると

　４桁の２０進数「１９ＡＩ」が得られました。

　この各桁が、マヤ数字の各桁の文字に対応しています。

　２０進数の１桁を表す [0123456789ABCDEFGHIJ] の列で、[1]は２番目なので [ 1 +1番目] とすると

　[9]は 10番目で [ 9 +1番目]、同様に [A]は 11番目で [ 10 +1番目]、[I]は [ 18 +1番目] です。

　この [1][9][10][18] の値が、マヤ数字の各桁の文字の値をあらわしています。
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